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中国の識別された達斡爾民
m i n z u
族における民






m i n z u
族、55 の少数民
m i n z u
族が居住している。これらの民




m i n z u
族識別を通じて形成されたのである。民




m i n z u
族成分２と民
m i n z u
族呼称を確定す
る」（黄・施 2005：76）ことであるが、結局のところ、少数民
m i n z u
族を識別することであった。
本論文において扱う達斡爾民
m i n z u
族はこのようにして識別された民










m i n z u
族グループのこと。
２　民




m i n z u
族人について
３．政府による達斡爾民
m i n z u
族の創造
４．達斡爾民
m i n z u
族文化の創出
５．達斡爾民





























民族と言うのは国家の公定の 56 民族を指している。少数民族というのは漢民族以外の 55
個民族を指していると筆者は考えている。
　本論文では、筆者は中国の民族を、方法仮説的に nation や ethnos、それを意味する日
本語の「みんぞく」とは区別するため、現在の中国における「民族」の意味の多様性に鑑
みて、中国語の発音 minzu を利用して「民
m i n z u
族」のようにルビを振って記したい。本論文
における民
m i n z u
族とは、中国の民
m i n z u
族識別をきっかけとして獲得した民
m i n z u
族名称と民
m i n z u
族自治地域、
この二つに相応して想像され創造され伝統化された民
m i n z u
族文化、さらに民
m i n z u
族名称と民
m i n z u
族文化
によって形成されている民









m i n z u
族における民












m i n z u
族識別を通じて創造された民









m i n z u
族が現に存在するからであり、この、創造
された民
m i n z u
族と政治・政策あるいは政府との相互作用にも注意を払うべきだと筆者は考える。
　近年、「満族」の形成に関する研究を行った劉正愛のように、中国の民
m i n z u
族形成に関して
民











m i n z u
族は政府の作業によって識別された民
m i n z u
族である。このような識別さ
れた民
m i n z u
族は、ただ政府の作業によってのみ形成されたものなのか、あるいは、民
m i n z u
族側もそ
の形成に一定の役割を果してきたのだろうか。本論文では、筆者は中国における民
m i n z u
族識別
を研究の切り口にして、「達斡爾民
m i n z u
族」の形成は中国政府の支持を得て、識別された側の
民
m i n z u
族幹部や知識人たちの組織と民衆の参加による積極的な活動によって成し遂げられたと
いう観点から、識別された達斡爾民
m i n z u
族の形成について考察を行う。
２．ダフール人／達斡爾民
m i n z u
族人について
　達斡爾民








m i n z u
族識別の時の調査
















m i n z u
族、とくに文字をも
たない少数民
m i n z u
族に普遍的に看取される漢語化の傾向は達斡爾民
m i n z u
族内にも見られる。
　民
























m i n z u
族における民








m i n z u
族である達斡爾民
m i n z u
族と識別された
後は、ダフール人研究は達斡爾民
m i n z u
族研究になった。このことは、後述する民




m i n z u
族識別を通じてダフール人はモンゴル人とは区別されたという観点を持ってい
るユ・ヒョヂョンは、今の達斡爾民
m i n z u
族はモンゴル民






















m i n z u
族が自らの識別に果たした役割が明らかになれば、完全な閉塞的状態にあっ
たと言う必要はないと考えている。逆に、ダフール人が達斡爾民
m i n z u
族と識別されたことは達
斡爾側の努力とも緊密的な関係があると考えている。主に、達斡爾民




m i n z u
族が集中して居住する地域において、民
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３．政府による達斡爾民
m i n z u
族の創造
　1956 年４月１日、中央政府は「達斡爾民
m i n z u
族」を単一民
m i n z u
族として正式に認定した（鉄林
嘎 1998：41）。これ以降、ダフール人たちは達斡爾民
m i n z u
族という身分で中国の 56 の民
m i n z u
族の
一員として生きてきた。この過程で、「政府による創造」とも呼びうる、民
m i n z u
族名称の認定、
民
m i n z u
族地域の認定、民
m i n z u
族幹部の養成、の三つの重要なことがなされた。
　まず、現在の「達斡爾」という民





m i n z u
族名称を「達斡爾」と翻訳する旨、民
m i n z u
族識別調査団に意見具申した（中央民族学
院研究部 1955：２）。その後、1956 年４月になって、国務院がダフール人を単一民




m i n z u
族は、「達
斡爾」という、中国政府に承認されたという意味での正式な民
m i n z u
族名称を獲得した。
　次に、民
m i n z u
族地域認定に関して、中国政府は、当該の少数民
m i n z u
族が集中して居住している場
所に民
m i n z u
族自治地域を成立させることとしていた。これは、中央政府が民
m i n z u
族を管理するため
に必要な措置とされていた。1958 年８月 15 日、それまでのモリダワー旗（1930 年代に成
立し、1949 年にはバヤン８旗と合併した９）に「モリダワー達斡爾族自治旗」が成立した。
これは達斡爾民
m i n z u
族が自治権を行使する唯一の地方である。
　第三点は、民









m i n z u
族政策を自治旗に深く浸透さ
せ実施して、1958 年にモリダワー達斡爾族自治旗が成立した後には、少数民
m i n z u
族幹部の養
成が本格的に展開され始めた（鉄林嘎 1998：695）。こうして養成された達斡爾民
m i n z u
族幹部は、
民
m i n z u
族側で国家の民
m i n z u
族政策の実施を担う役割を果たし、達斡爾民




m i n z u
族の創造は民
m i n z u
族文化の創出の重要な土台になっている。たとえて
言えば、民
m i n z u
族とは、達斡爾民







m i n z u
族における民




m i n z u
族文化の創出
　上で述べた「器」に収める実体的要素である民
m i n z u
族文化とは、「達斡爾民
m i n z u
族の言語」、「達
斡爾民
m i n z u
族の歴史」、「達斡爾民
m i n z u
族の伝統」、「達斡爾民
m i n z u
族の料理」、「達斡爾民
m i n z u
族の体育」、「達
斡爾民
m i n z u
族の服装」という言い方をされる要素である。このような民
m i n z u
族文化は民
m i n z u
族の個性を
端的かつ明瞭に示し、当該民
m i n z u
族の存在を主張している。本節では、このような民







m i n z u
族文化」の創出とその伝統化、つまり「民
m i n z u
族文化」という「伝統
の創出」について考察を進める。まず民




m i n z u
族識別活動に引き続いて、民
m i n z u
族と識別された人々の社会と
歴史に関する調査を実施した。1956 年、全国人民代表大会の常務委員会は当該民
m i n z u
族出身
の学者を含む研究調査団を派遣して、全国で少数民
m i n z u
族に関する調査を行った。達斡爾民
m i n z u
族
に関する調査は同年 12 月に行われた（孟志東、恩和巴図、呉団英 1987：５）。
　また、1958 年には、国務院民
m i n z u
族事務委員会と中国科学院哲学社会科学部の指導下、中
国科学院民
m i n z u
族研究所、中央民
m i n z u
族学院と少数民
m i n z u
族地方の文化機関は、各少数民
m i n z u
族の簡史、少
数民
m i n z u
族簡志、民
m i n z u
族自治地方概況からなる一連の書籍を編纂するために、各少数民
m i n z u
族地方で
調査を行った（内蒙古自治区編輯組 1985：［１］）。達斡爾民
m i n z u
族に関する調査は、1958 年
10 月に内モンゴル少数民




m i n z u
族識別工作ののち、各少数民




m i n z u
族固有の歴史、社会、文化を明確に定義する作業
が行われていたのである。こうして達斡爾民
m i n z u
族も、自らの歴史・社会・文化が具体化、明
確化された。
　「文化大革命」の影響もあって、1966 年から 1978 年までは民
m i n z u
族工作が全面的に停滞し
た。1978 年末の中国共産党第十一期中央委員会第三回全体会議の開催後、民




m i n z u
族工作は全面的に復活し発展した（李資源 2000：395）。この時期の民
m i n z u
族工作の重点は
民
m i n z u
族の経済と文化の建設に置かれた（李資源 2000：411）。民
m i n z u
族工作の任務と重心が少数
民
m i n z u
族の文化と経済を発展させることへと移動したことに伴って、達斡爾民
m i n z u
族文化活動は以




m i n z u
族の歴史の研究では、『十七世紀達斡爾族人民抗俄闘争』（楊旺 1977）、『達
斡爾族的卓越愛国者−巴爾達奇』（穆毅 1979）が刊行された。このような達斡爾民




m i n z u
族が中国の一少数民
m i n z u
族である
ことを強く印象づけるような書名がつけられている。つまり、中国の一少数民





m i n z u
族の言語と文学の研究も盛んになった。言語関係では、




国達斡爾語韻文体文学作品選集（上・下）』（孟志東 2007）のような選集が 1979 年から最
近に至るまで出版され続けている。これらの書籍にまとめられている文学作品のほとんど
は、達斡爾民
m i n z u
族の人々が語り継いできたとされる“昔話”である。つまり、彼らの代表的
な“伝統的昔語り”とされる作品を選び出して、達斡爾民




m i n z u
族文化幹部による民
m i n z u
族文化活動
　以上の学者たちの研究以外には、達斡爾民
m i n z u
族が居住する地方の政府の民
m i n z u
族文化幹部が
民
m i n z u
族文化を宣伝する活動の傍らで、当時の達斡爾民
m i n z u
族の間にすでに存在した文化とその担
い手である民衆の発掘収集、そして民衆による民








m i n z u
族の職員と幹部たちが組織した「‘貝闊’隊」が boikoo10 を上演した。
また 1963 年８月には、自治旗成立五周年記念行事の一環として、モリダワー旗で民
m i n z u
族芸
術の展覧を行い、達斡爾民
m i n z u
族文化である哈尼卡 11 と刺繍の作品を展覧した（鉄林嘎 1998：
949）。1986 年 12 月 16 日には、北京の民







m i n z u
族における民




m i n z u
族自治旗政府の主催で、2001 年の７月 16 日から８月 15 日までの一ヶ月間、「第一回民
族文化芸術節」という活動がモリダワー達斡爾族自治旗で開催され、ウチュン（烏春）12
の上演、達斡爾語での演説コンテスト、達斡爾民
m i n z u
族衣装とアクセサリーのコンテスト、民
間手工芸品の展覧などの多様な民
m i n z u
族文化活動が開催された（卓仁、孟大偉 2008：666）。
2010 年６月 18 日には中国の少数民








m i n z u
族自治地域のみならず、中央や海外でも開催されたことは、「達斡爾語」、
「達斡爾民
m i n z u
族歌謡」、「達斡爾民
m i n z u
族舞踊」、「達斡爾民
m i n z u
族衣装」、「達斡爾民
m i n z u
族スポーツ」、「達
斡爾民
m i n z u
族工芸」など達斡爾民
m i n z u
族の文化を、達斡爾民




m i n z u
族文化活動以外にも、達
斡爾民
m i n z u
族が居住する各地に博物館、公園、記念碑を建設する行為や、これら施設によって、
ある歴史的出来事を記念・顕彰するコメモレイションを通じて、民
m i n z u
族文化の発展が促進さ
れたと筆者は考えている。たとえば、1990 年代から達斡爾民
m i n z u
族が居住する地方で博物館、
公園、記念碑が建てられ始めた。モリダワー達斡爾族自治旗の達斡爾民




m i n z u
族博物館（2004 年８月）、モリダワー達斡爾族自治旗のシャマン博物館
（2006 年 10 月）、モリダワー達斡爾族自治旗の中国達斡爾民
m i n z u
族園（2003 年８月 15 日）な
どである。
　これらの施設やその建設は達斡爾民
m i n z u
族文化を展示し人々に達斡爾民
m i n z u
族文化のイメージを
与えるほか、民
m i n z u
族の輝かしい歴史を記念・顕彰している。このような中国の少数民
m i n z u
族文化
のイメージ形成やコメモレイションは、達斡爾民
m i n z u
族の起源や根源的民
m i n z u
族文化を規定・展示
することを通じて、達斡爾民
m i n z u
族の歴史と文化の伝播に一定の役割を果たし、達斡爾民





m i n z u
族文化創出もある。内モンゴル自治区の
文化研究機関に勤務していた達斡爾民
m i n z u
族の学者が、民
m i n z u
族文化を発展させる基礎とし、達斡
爾民
m i n z u
族の学者たちの研究工作を発展させようと、1980 年４月にフフホトで「内蒙古自治
12　この言葉は元々満州語の「話す」という意味である。達斡爾民




11 月 29 日アクセス。




地には 11 の達斡爾学会がある（満都爾図 2007：502-505）。学会は学術会議、刊行物の発行、
民
m i n z u
族の文化や歴史を記念する碑や公園の建築を提案するなどの作業を通じて、民
m i n z u
族文化の
創出に大きな役割を果たしている。
　たとえば、内モンゴル達斡爾学会は「郭道甫 14 誕生 100 周年学術研討会」（1994 年）、「凌




m i n z u
族とその歴史ならびに歴史的役割、達斡爾民
m i n z u
族
の文化の内容を明確化する働きを果たしたはずであり、達斡爾民









m i n z u
族に関する研究まで広範囲に及んでいるが、民
m i n z u
族識別前のダフール人も
達斡爾民
m i n z u
族として扱っている。これによって 1956 年に識別された民




m i n z u
族の歴史と文化を明らかにし、それを文字の形
で示し伝えていると言う点で、これも達斡爾民
m i n z u
族の創出に重要な役割を果たしている。
　また各地の達斡爾学会は、民

















m i n z u
族における民









m i n z u
族の民衆も達斡爾民
m i n z u
族文
化の告知、宣伝に加わり、民









m i n z u
族人である。彼らは、達斡爾民
m i n z u
族のニュース、経済、概況、
風俗文化、民
m i n z u
族芸術、民
m i n z u
族研究などを話題にコミュニケーションし文化交流を行っている。
2013 年５月 24 日午後の時点では 12 項目の書き込みがあり、掲示板開設以来最多の書き
込み数は 361 項目、最高参加者数は 108 人に上っている。
　一方、筆者の現地調査に限って言えば、現在、達斡爾民
m i n z u
族の伝統的とされる文化活動に
参加するのは、主に達斡爾民
m i n z u
族の中高年（50 代から 70 代まで）のすでに退職した民衆で
ある。筆者がモリダワー達斡爾族自治旗での現地調査で実見した、民
m i n z u
族の伝統舞踊である
「魯日格楽」を踊っていた 12 人のうち 11 人は退職女性であった。
　また、モリダワー達斡爾族自治旗の民
m i n z u
族中学校の達斡爾民
m i n z u
族学生は、モリダワー達斡爾
族自治旗政府が開催している民
m i n z u
族文化活動において、達斡爾民
m i n z u
族の若者の代表として達斡
爾民
m i n z u
族の舞踊の上演に参加している。例えば、筆者が調査した「中国モリダワーホッケー
の祝日」（2010 年８月６日）では、達斡爾中学の学生たちが、達斡爾民
m i n z u
族の伝統的スポー
ツと言われているホッケー競技に題材を得て創作された「ホッケー踊り」を踊ったのを目
撃した。また、毎年行われる斡包節 16（2011 年６月 28 日）で民
m i n z u
族舞踊「魯日格楽」をアレ
ンジした「魯日格楽踊り」を踊ったのも目撃した。彼らは、こうした民
m i n z u
族的創作舞踊をす
べて学校で習うのであり、筆者はその様子も目撃した 17。この学校では、達斡爾民
m i n z u
族学生は、
この様な民
m i n z u
族文化活動に参加することによって、自分たち民
m i n z u
族やその文化に関する認識を





m i n z u
族の歌曲コンテス
トなどの活動を通じて、民
m i n z u
族文化を向上させ、発掘していると述べている（丁石慶 2009：155）。




m i n z u
族文化の要素の創出
　以上のいくつかの方法を通じて、達斡爾民




m i n z u
族の歴史
　民
m i n z u
族と識別された後の達斡爾民
m i n z u
族にとって、自らの起源出自を含む「達斡爾民
m i n z u
族の歴史」
を明らかにすることは、中国政府によって認められた単一の民




m i n z u
族の歴史」を明示する役割を担った『達斡爾族簡史』は「単一の民




m i n z u
族の起源を契丹に求める契丹後裔説は達斡爾民




m i n z u
族の歴史」は元や明の時代にまで遡らせることができるようになり、「元明両代の達斡
爾民
m i n z u
族」、「清代の達斡爾民
m i n z u
族」、「中華民国の達斡爾民
m i n z u
族」、「偽満洲国時期の達斡爾民
m i n z u
族」、「解
放戦争時期の達斡爾民
m i n z u
族」のような「各時代の達斡爾民




m i n z u
族の歴史を創出するための重要な土台になった。
４－５－２．民
m i n z u
族文字
　単一民
m i n z u
族と識別された後、民
m i n z u
族の言語を表記するための文字を有することは民
m i n z u
族の重
要な「標識」あるいは「民
m i n z u
族の特徴」になるとして、1955 年、中国科学院は少数民




m i n z u
族の主として言語学者たちが、達斡爾語の言語の所属を明確にし、これを基礎に




m i n z u
族の標準語と文字が確定された。民
m i n z u
族文化の象徴
ともいえる民
m i n z u
族の言語を表現するための文字を創出するために、主として達斡爾民




m i n z u
族文字は結局は実用されなかった。
中国の識別された達斡爾民
m i n z u
族における民








斡爾族自治旗では「斡包節」を 2001 年から毎年６月 28 日に開催している。チチハル市で
は「敖宝会」を二年に一度８月 18 日に開催している（何文均、敖海林 2007：202）。また、
チチハル市ムルス達斡爾族区、モリダワー達斡爾族自治旗、エヴェンキ族自治旗南屯では、
達斡爾民
m i n z u
族の伝統的な食用植物とされるクムビル 20（場所によってはクムル kumul と発音
する）を摘みとる祭が行われている。このような「民
m i n z u
族としての祭り」の創出は、各地の
達斡爾学会が実施し、達斡爾民
m i n z u
族の民間信仰的習俗や食文化を民





m i n z u
族となった人々が居住する各地での調査を
まとめて、達斡爾民




アーチェリー、競馬、レスリング、扳棍 24、頸力 25、猟碁 26、囲碁）を明示した（内蒙古自治
区編輯組 1985：178-291）。いうまでもなく、これらは民




m i n z u
族」のものと位置づけたことで、「達斡爾民




m i n z u
族文化の伝統化
　上の民
m i n z u
族文化の要素の創出に続いて、近年、達斡爾民
m i n z u
族は、1950 年代以降現在まで
創出した民





22　達斡爾語 mokon。「族」「氏族」の意味（恩和巴図 1983：150）。hal の下位にある社会組織名。
23　達斡爾語 yadgan。「シャーマン」の意味（恩和巴図 1983：239）。




26　達斡爾語 bowo talibei。達斡爾将棋のこと（満都爾図 2007：471-472）。











m i n z u
族文化の伝統化について考察する。
５－１．伝統化の基礎－民
m i n z u
族の歴史の構築
　上の４−１で述べたように、1950 年代、中央政府は、民
m i n z u
族識別活動に引き続いて、
民
m i n z u
族と識別された人々の歴史に関する調査を実施した。達斡爾民
m i n z u
族の歴史に関する研究は
50 年代から始まったが、1995 年に行われた達斡爾民
m i n z u
族の DNA の分析によって、達斡爾
民




m i n z u
族は契丹の後裔であるか否かという問題を研究することを目的としたもので
あった。この結果、達斡爾民




m i n z u
族の族源確定問題、つまり達斡爾民
m i n z u
族の出自を確定することは、達斡爾民




m i n z u
族が契丹の後裔であるとする説に新しい根
拠が加わった。このことから一部の達斡爾民
m i n z u
族の学者や達斡爾民




m i n z u
族は「民




m i n z u
族の文学
　達斡爾民
m i n z u
族の文学の代表格はウチュン（烏春）である。ウチュンをまとめた『達斡爾族
伝統詩歌選訳』によれば、達斡爾民








m i n z u
族における民














m i n z u
族の祭典
　現在、達斡爾民













m i n z u
族地方の達斡爾民
m i n z u
族人を集める祭りになっており、神仏や祖先を祭り、民俗活動
（魚を捕まえる活動、水神を祭る活動）、民
m i n z u
族スポーツ競技（達斡爾相撲、アーチェリー、
頸力、扳輥、押加 27）、民間の民
m i n z u
族歌舞の公演などの他、鹿将棋・サク 28・ハニカ 29 のコンテ
スト、民
m i n z u
族料理コンテスト、伝統漁法コンテスト、民






m i n z u
族の「斡包節」は伝統的な祭りというよりは達斡爾民
m i n z u
族の会合となっているの
であって、達斡爾民
m i n z u
族にとっては新しく作られた伝統的な斡包節の意味を拡大させた民




m i n z u
族の体育活動
　達斡爾民
m i n z u
族の体育活動については、boikoo とホッケーを例に考察する。達斡爾民
























m i n z u
族の踊り
　もう一つの伝統化された習慣の事例としては、現在、達斡爾の民









m i n z u
族文化活動を通じて達斡爾民




m i n z u
族の舞踊として名付けられて、達斡爾民
m i n z u
族の舞踊とされたことを証している。
５－６．民
m i n z u
族の食品
　一部の日常生活も伝統化された。どこでも見られる普通の生活であるが、達斡爾民




m i n z u
族にとってはごく通常の食生活になっているばかりでは
なく、民
m i n z u
族伝統食品と見なされている。例えば、以下の例を見よう。
　　 　柳蒿芽 32 は、達斡爾語で“昆米勒”といい、原産地は大興安嶺の東南の麓、嫩江の
両岸であり、何世代にもわたって達斡爾民















m i n z u
族における民




m i n z u
族の伝統の中には、一部の日常生活が
民
m i n z u
族の伝統として位置づけされたものがあることは明らかである。
５－７．民
m i n z u
族衣装
　筆者が観察するところでは、現在、達斡爾民
m i n z u
族の女性の民
m i n z u
族衣装とされているものは、
満民
m i n z u
族の女性の服と似ており、男性の民
m i n z u
族衣装はモンゴル民

















でいる 33。筆者は 2011 年６月 27 日にモリダワー達斡爾族自治旗で開催された第二届達斡
爾民




m i n z u
族の服装
（2011 年６月 26 日、筆者撮影）。




m i n z u
族服飾デザインコンテスト」の開催が予定されている 34。このコンテストの目的は、
「達斡爾民
m i n z u
族を大いに発揚し、達斡爾民
m i n z u
族の服飾を発掘・保護・伝承し、文化大旗を建設
するプロセスを加速するため」であるという。これによって、モンゴル民
m i n z u
族や満民
m i n z u
族の服
に似たそれまでの民




m i n z u
族と識別された後の達斡爾民
m i n z u
族の形成について考察を行った。達斡
爾民
m i n z u
族は国家の政策によって創られた民
m i n z u
族である。達斡爾民
m i n z u
族と識別される前のダフー
ル人は、1956 年に国家によって単一の民
m i n z u
族として認定された後に、民
m i n z u
族名称を指定され、
民
m i n z u
族自治地域を与えられ、国家によって民
m i n z u
族幹部が養成された。
　しかし、達斡爾民
m i n z u
族の形成は政治の作業だけではなく、自らの民
m i n z u
族の歴史・文字・文学・
祭りなどの文化的要素を創出してこれを伝統化することで民
m i n z u
族としての文化的内実を充実
させた。このような創出した文化によって民
m i n z u
族として創造されたと見ることができる。つ
まり、文化的にも民
m i n z u
族として創造された側面があると言える。さらに、達斡爾民
m i n z u
族自身は
民
m i n z u
族文化を創出しその伝統化を行った。このような過程を経て民




m i n z u
族の創造の過程では政府により行われた民
m i n z u
族識別のような作業があるだけではな
く、民
m i n z u
族として識別されたさらにその後には、達斡爾民
m i n z u
族側の人々も役割を果たした。達
斡爾民
m i n z u
族の創造過程においては、達斡爾の民
m i n z u
族幹部から民衆までもが、具体的な文化の創
造の担い手もしくは参加者として関わるという形式をとることで達斡爾民
m i n z u
族を実質的に
内面化したといえる。つまり、達斡爾民
m i n z u
族の形成は政府だけによるものではない。達斡爾
民











m i n z u
族服飾デザインコンテスト」、http://www.nmrb.com.
cn/2013/0516/167543.shtml、2013 年５月 27 日アクセス。
中国の識別された達斡爾民
m i n z u
族における民






















































m i n z u
族の主な居住地域
『達斡爾族百科詞典』（2007）より作成。
 （BAI Sarina）
